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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和４年 （2022） 月号　No.7795 　４月７日（木）、９年制の義務教育学校、『下北山小中学校』

の開校式並びに第１回入学式が開催されました。

　開校式では、南村長が開校宣言を行い、「今までの小・中

学校の良き伝統を引継ぎつつ、新たな学校の校訓である『万

木一心（ばんぼくいっしん）』が意味する、個性を持ちなが

ら協調性を持ち、周囲に役立つ人材を育成してほしい」と期

待を述べられました。その後、教育委員会から学校長に新調

された校旗が手渡され、生徒会長により壇上に掲げられまし

た。

　入学式では、新１年生３名と、下北山小学校の最後の卒業

生となった２名が後期課程７年生として入学しました。

　式典は、新型コロナ感染防止対策のため保護者や来賓の数

を制限して行われ、昨年に引き続いて少人数での開催となりましたが、在校生代表の歓迎の言葉や新入生代表

の誓いの言葉などには、『あたたかさ、優しさ、力強さ』が溢れ、新しい門出にふさわしい立派な式典になりました。

　児童生徒数27名の小さな義務教育学校ですが、新たな一歩を踏み出した下北山小中学校に対し、皆様のご支

援とご協力を、よろしくお願いします。

　保育所では４月５日（火）に入所式が挙行され

ました。お兄ちゃんお姉ちゃんたちと仲良く、楽

しい保育所生活を送ってくださいね。

義務教育学校 下北山小中学校開校式・入学式



下
北
山
村
議
会

３
月
定
例
会
を
開
催

令
和
４
年
３
月

　
３
月
10
日（
木
）か
ら
３
月
18
日（
金
）

ま
で
の
９
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
挟
み
、
村
議
会
３
月
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認

が
２
件
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

が
１
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
が
８
件
、

規
約
の
変
更
が
１
件
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
が
１
件
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

が
６
件
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
予
算
８
件
が
上
程
さ
れ
、

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
18
日
の
最
終
日
に
付
託

さ
れ
た
議
案
８
件
と
、
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て
の
追
加
議
案
を
含
む
９
議

案
、
議
会
議
員
提
出
の
「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決

議
」
１
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
※
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず

に
村
長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
。緊
急
で
、

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な

ど
に
限
っ
た
補
充
的
手
段
。）

・
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

・
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　
第
６
号
、
７
号
合
わ
せ
て
３
，
５
４

８
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

事
業
給
付
金
４
０
０
万
円
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
給
付
金
２
，５
０
０
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
臨

時
交
付
金
事
業
の
公
共
施
設
等
の
管
理

維
持
体
制
持
続
化
事
業
費
73
万
円
、
テ

レ
ワ
ー
カ
ー
向
け
環
境
整
備
事
業
費

１
０
７
万
円
等
の
追
加
に
よ
る
増
額
で

す
。

★
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
一
部
の
手
当
額
の
算
出
方
法
や
、
支

給
上
限
割
合
の
変
更
に
伴
う
改
正
で

す
。

★
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要

件
の
緩
和
等
の
措
置
に
関
す
る
改
正
で

す
。

★
き
な
り
の
郷
下
北
山
ふ
る
さ
と
寄
附

条
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
使
途
を
追
加
し
寄
附

者
の
選
択
肢
を
増
や
し
た
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
交

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
申
請
書
に
添
付
を
求
め
る
書
類
の
見

直
し
と
、
押
印
廃
止
方
針
に
従
い
㊞
を

削
除
し
た
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
移
住
交
流
体
験
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
利
用
料
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
で
す
。

★
下
北
山
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
場
所
の

移
動
に
伴
い
、
大
字
下
池
原
地
内
に
所

在
地
を
改
め
た
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
成
人
式
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
条
例
の
制
定
か
ら
時
間
が
経
過
し
、

近
隣
町
村
で
は
既
に
条
例
が
廃
止
さ
れ

て
お
り
、
条
例
の
制
定
が
さ
れ
て
い
な

い
た
め
廃
止
を
す
る
も
の
で
す
。（
※

本
年
４
月
よ
り
、
民
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
満
18
歳
に
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
村
で
は
こ
れ

ま
で
通
り
20
歳
に
て
成
人
式
を
行
い
ま

す
。）

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

★
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
大
橋
美
智
雄
氏

（
大
字
浦
向
）
の
再
任
の
同
意
と
、
新

任
と
し
て
西
岡
主
一
郎
氏（
大
字
佐
田
）

の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　
９
，３
０
５
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、

総
額
２
０
４
，
９
４
３
万
円
と
し
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
庁
舎
建
設
基
金
他
基

金
へ
の
積
立
１
５
，
８
９
９
万
円
の
増

額
や
、
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
し
金

８
０
０
万
円
の
減
額
、
そ
の
他
各
種
事

業
や
工
事
費
の
精
算
に
伴
う
不
用
額
の

減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
36
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
主
に
不
用
額
に
よ
り
４
６
６
万
円
が

減
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
不
用
額
１
９
３
万
円
減
額
と
同
額
の

修
繕
料
増
額
の
予
算
の
振
替
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
，０
８
８
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、
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総
額
２
２
，７
７
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

額
に
伴
う
も
の
で
す
。

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
主
に
不
用
額
に
よ
り
37
万
円
が
減
額

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
予

算
及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
３

月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
の
期
間
中
５
日

間
審
査
が
行
わ
れ
、
最
終
日
18
日
午
後

か
ら
の
本
会
議
で
予
算
審
査
特
別
委
員

会
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
審
査
報
告

書
を
付
し
て
全
て
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
18
億
３
，
５
０
０
万
円
。
７
つ

の
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額
は

６
億
４
７
０
万
円
。
全
会
計
の
合
計
額

は
24
億
８
，
２
０
１
万
円
で
前
年
比

１
億
３
，
３
６
６
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

★
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
松
田
洋

一
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、
森
岡
和

久
氏
（
大
字
佐
田
）
の
教
育
長
任
命
に

つ
い
て
議
会
の
同
意
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

★
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

非
難
す
る
決
議

　
議
員
提
出
議
案
と
し
て
議
会
を
代
表

し
平
井
清
議
員
よ
り
「
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議
」

が
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で
採
決
さ
れ
ま

し
た
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
22
件
の

報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

★
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て

★
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に

係
る
押
印
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
制

定
に
つ
い
て

★
職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
に

関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行

に
伴
う
補
助
金
交
付
事
務
等
に
関
す
る

規
則
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
役
場
処
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
妊
娠
判
定
受
診
費
用
助
成

事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
起
業
支
援
補
助
金
交
付
要

綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

★
令
和
３
年
度
下
北
山
村
子
育
て
世
帯

等
臨
時
特
別
支
援
事
業
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
）
支
給
事
務
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ

い
て

★
下
北
山
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
設
置
運
営
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
住
宅
活
用
促
進
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
森
林
経
営
管
理
事
業
実
施

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
弱
度
間
伐
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
「
奈
良
型
作
業
道
」
整
備

支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

★
下
北
山
村
保
有
林
業
用
重
機
の
貸
与

に
関
す
る
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
小
規
模
林
業
従
事
者
運
材

助
成
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
労
災
保
険
特
別
加
入
者
助

成
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
成
年
式
条
例
施
行
細
則
の

廃
止
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
議
員

【
質
問
】
国
道
１
６
９
号
前
鬼
橋
等
の

老
朽
度
合
い
と
耐
震
性
に
つ
い
て

　
下
北
山
村
内
に
お
い
て
、
国
道

１
６
９
号
に
は
前
鬼
橋
、ト
リ
ワ
谷
橋
、

小
井
橋
、
大
小
井
橋
、
小
口
橋
の
５
橋

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
吉
野
土
木
が
５
年
に
一
度
点

検
し
診
断
結
果
が
出
て
い
る
と
の
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
橋

の
上
、
下
部
工
診
断
結
果
を
お
教
え
願

い
ま
す
。

　
５
橋
の
中
で
も
、
前
鬼
橋
の
老
朽
化

と
耐
震
性
が
最
も
気
に
か
か
る
と
こ
ろ

で
す
。
上
、
下
部
工
と
も
に
か
な
り
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
架
け
替
え
も
や
む

な
し
と
の
判
断
も
あ
る
よ
う
に
お
聞
き

し
ま
す
。

　
国
道
１
６
９
号
線
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
い
ま
す
と
、
下
北
山
村
の
経
済
的

損
失
は
計
り
知
れ
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
問
題
以
上
の
損
失
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
誰
も
が
予
測
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
橋
の
架
け
替
え
、
耐
震
性
と
補

強
の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
お
教
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
陳

情
は
議
会
も
協
力
し
、
強
力
に
進
め
て

頂
き
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
国
道
１
６
９
号
の
橋
梁
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
31
年
３
月
及
び
令
和
２
年

３
月
議
会
で
同
様
の
質
問
が
あ
り
、
繰

り
返
し
の
回
答
に
な
り
ま
す
が
、
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
等
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
つ

い
て
は
、
５
年
に
一
度
の
点
検
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
質
問
に
あ
り

ま
す
５
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29

年
度
に
県
の
方
で
点
検
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。（
※
１
～
４
の
段
階
あ
り
、

４
に
近
づ
く
ほ
ど
悪
い
判
定
と
な
る
。）
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判
定
３
以
上
で
修
繕
が
必
要
な
橋
梁
と

な
り
次
回
の
点
検
ま
で
に
修
繕
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
５
橋
の
点
検
に
お
い

て
は
、
前
鬼
橋
及
び
ト
リ
ワ
谷
橋
の
上

部
工
に
３
判
定
の
箇
所
が
あ
り
、
本
年

２
月
に
修
繕
工
事
の
業
者
が
決
定
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
３
橋
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
す
べ
て
２
判
定
で
修
繕
の
必
要

が
無
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
鬼
橋
の
下
部
工
の
老
朽
化

と
耐
震
性
で
す
が
、
前
鬼
橋
に
つ
き
ま

し
て
は
非
常
に
特
殊
な
橋
梁
で
し
て
、

抜
本
的
な
補
修
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

奈
良
県
で
は
国
と
も
相
談
し
な
が
ら
現

在
検
討
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
村
と
し
ま
し
て
も
前
鬼
橋
及
び
ト
リ

ワ
谷
橋
の
架
け
替
え
を
含
め
た
、
前
鬼

か
ら
音
枝
間
の
道
路
改
良
の
事
業
化
に

向
け
て
現
在
要
望
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
路
線
決
定
が
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で

着
手
の
時
期
は
分
か
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

【
答
え
】
南
村
長

　
陳
情
活
動
は
常
々
議
会
議
長
や
各
種

委
員
の
皆
さ
ん
に
も
行
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
し
、
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

質
問
者
…
和
田
議
員

【
質
問
】
新
庁
舎
に
つ
い
て
の
計
画
内

容
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

　
新
庁
舎
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
議

会
、
区
長
会
で
、
庁
舎
は
旧
小
学
校
を

改
修
す
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
村
民
は
新
庁
舎
が
ど
の
よ
う
な
計
画

で
建
設
さ
れ
る
の
か
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
予
定
さ
れ
ま

す
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
丁
寧
で

分
か
り
や
す
い
説
明
を
村
民
向
け
に
も

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
求
し
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
並
び

に
公
共
施
設
等
再
整
備
検
討
特
別
委
員

会
で
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
寺
垣
内
区
の
新
年
総
会

に
お
い
て
も
、「
事
務
所
が
２
階
に
な

る
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
庁
舎
に
な

る
の
か
」
等
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

　
村
と
し
て
庁
舎
改
修
の
基
本
計
画
を

策
定
し
、
村
民
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
ど
の
様
に
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
庁
舎
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

会
及
び
検
討
委
員
会
で
承
認
頂
き
ま
し

た
旧
小
学
校
に
移
転
す
る
事
を
、
令
和

３
年
11
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
用
途
変

更
に
伴
う
制
約
に
よ
り
、
３
階
部
分
は

使
用
出
来
な
い
、
ま
た
議
場
や
会
議
室

等
の
多
人
数
で
使
用
す
る
部
屋
は
１
階

に
設
け
る
事
な
ど
も
あ
わ
せ
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
作
成
さ
れ
る
基
本
計

画
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
広
報
で
お

知
ら
せ
を
行
う
と
い
う
こ
と
も
11
月
号

の
広
報
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
令
和
３
年
12
月
よ
り
基
本
計
画

及
び
実
施
設
計
委
託
業
務
を
発
注
し
、

庁
舎
の
間
取
り
等
を
協
議
し
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
進
入
道
路
や
、
診
療
所
の
建

設
の
位
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
間
取
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
が

多
く
利
用
す
る
住
民
課
、
出
納
室
、
ま

た
制
約
が
あ
る
議
場
及
び
会
議
室
等
は

１
階
に
設
け
、
そ
の
他
の
課
は
２
階
に

設
け
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。

　
２
階
に
用
件
が
あ
る
場
合
で
も
、
職

員
が
１
階
に
下
り
て
対
応
出
来
る
よ
う

１
階
に
は
応
接
室
等
も
設
け
る
こ
と
で

進
め
、
基
本
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
中
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
段
階
で
議
会
の
特
別
委
員
会
、

ま
た
村
民
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
検

討
委
員
会
で
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
広

報
等
で
村
民
の
皆
様
に
も
お
知
ら
せ
を

行
う
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
和
田
議
員

　
村
民
の
疑
問
を
解
く
に
は
、
直
接
的

説
明
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
の
議
会
の
決
算
審
査
委
員
会
で

求
め
た
４
つ
の
項
目
と
し
て
①
早
急
に

新
庁
舎
整
備
計
画
を
ま
と
め
て
村
民
に

示
し
て
頂
き
た
い
。
②
旧
小
学
校
へ
の

移
転
で
は
３
階
が
使
用
出
来
な
い
こ
と

等
々
村
民
に
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。
③
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
を
計
画
し
、
高
齢

者
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
促
進

に
関
す
る
法
律
、
奈
良
県
住
み
よ
い
福

祉
の
町
づ
く
り
条
例
の
準
拠
を
求
め
る

こ
と
。
④
多
岐
に
わ
た
る
整
備
費
用
に

つ
い
て
精
度
の
高
い
内
容
の
積
算
根

拠
、
概
算
事
業
費
を
示
し
、
ま
た
有
利

な
財
源
の
確
保
を
望
み
た
い
。
こ
の
報

告
を
受
け
止
め
て
頂
き
、
村
民
説
明
会

を
含
め
検
討
を
願
い
た
い
。

【
答
え
】
南
村
長

　
村
民
の
説
明
会
は
農
林
建
設
課
長
が

答
弁
し
た
と
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
広
報
等
を
通
じ
て
色

ん
な
疑
問
に
対
し
て
解
決
出
来
る
よ
う

な
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
色
ん
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
か
と
思
ま

す
が
、
全
て
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
対
し

て
は
な
か
な
か
応
え
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
情
報
に
対

し
て
少
し
で
も
ご
理
解
頂
け
る
よ
う
な

方
法
で
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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　こ
の
度
、
松
田
洋
一
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、

４
月
１
日
付
を
も
ち
ま
し
て
下
北
山
村
教
育
委
員

会
教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　私
は
、
役
場
行
政
職
員
と
し
て
の
28
年
間
と
、

定
年
退
職
後
３
年
間
は
非
常
勤
参
与
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
村
民
の
皆
様
に
は

様
々
な
場
面
で
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
あ

ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
村
で
は
、
今
年
度
よ
り
義
務
教
育
学
校
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
６
年
間
と
中
学
校

３
年
間
と
い
う
従
来
の
義
務
教
育
課
程
が
、
９
年

制
の
一
貫
教
育
を
行
う
一
つ
の
学
校
に
変
わ
り
ま

す
。　今

後
は
、
今
回
の
学
校
制
度
改
革
の
成
果
を
い

か
に
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
活
か
す
か
、
ま

た
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が
続
く
中

で
ど
の
よ
う
に
し
て
充
実
を
図
る
か
、
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
大
き
な
変
革
期
に
、
教
育
長
と
い
う
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
が
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　現在、村では下記の①～③の公共施設の再整備について計画を進めています。

①庁舎移転事業
　令和３年11月の広報でお知らせしましたとおり旧下北山小学校への移転とし、現在委託業務

を締結し基本計画を策定しています。基本計画の内容につきましては、今後広報等でお知らせ

させていただきます。

②教員住宅更新事業
　昭和50年代に建設された教員住宅は老朽化が著しく住環境が悪い状態で、議会からも改善の

意見もあり更新事業を計画しました。計画では、教職員の異動等に伴う入居者の入れ替わり期

間が短いため大規模な修繕ができないこともあり、更新計画では自然教室（旧池原小学校校舎）

と体育館を解体し、その跡地に建設する計画としました。解体については、教員住宅を建設す

る目的で行うことにより、有利な起債を財源とすることが可能となります。また、景観や周辺

環境の改善にも繋がると考えています。今後の計画については、令和４年度に旧建物の解体と

敷地の整備を行い、令和５年度及び令和６年度に教員住宅の新築を予定しています。新築建物

については、１戸当たりの床面積を40㎡程度とし、５戸を１棟とした集合住宅を４棟の合計20

戸を建設する計画です。また、新築については、国の補助金と起債を財源とします。

③診療所更新事業
　老朽化及び利便性、効率性の面から更新を計画し、役場内で建設場所等について検討した結

果を、議会議員で構成される公共施設等整備検討特別委員会にて説明を行い、令和３年12月議

会において旧下北山小学校敷地（グラウンド）内に新築する案が同意されました。今後は、詳

細な内容についての検討を行い、庁舎移転事業が終了次第に新築工事に着手できるよう計画し

ています。

※上記の他に庁舎移転と診療所移転に伴い進入路となる村道の拡幅工事を令和４年度及び令和

５年度で計画しています。

公共施設再整備計画のお知らせ

下北山村教育長
森岡　和久

教
育
長

就
任
の

ご
挨
拶
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一般国道１６９号が重要物流道路に
追加指定されました

　奈
良
県
広
域
消
防
組
合
管
内
で
は
、
焼

却
行
為
か
ら
の
火
災
が
令
和
３
年
中
に
１

１
９
件
、
令
和
４
年
に
入
り
２
月
末
ま
で

に
36
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
吉
野
消
防
署
管
内
に
お
い
て
も
、

同
様
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
吹
く
気
象
条
件
に
加
え
、
枯
葉
や

枯
草
等
に
火
が
着
き
や
す
い
状
況
が
続
く

こ
と
か
ら
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
を
除
き
「
野
焼
き
」
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

•
例
外
と
し
て
焼
却
行
為
を
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
消
火
用
具
を
焼
却
前
に
確
実

に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

•
乾
燥
注
意
報
発
表
時
、
強
風
時
は
焼
却

行
為
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

•
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
、
延
焼
拡
大
の

可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ

い
。

•
焼
却
行
為
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

•
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、
火
が
完
全

に
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

•
焼
却
行
為
を
実
施
す
る
前
に
は
、
必
ず

「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災

を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出

書
」
を
消
防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　令
和
3
年
7
月
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
近
畿
地
方

整
備
局
）
に
お
い
て
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路

線
と
し
て
高
規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
た
「
奈
良
中

部
熊
野
道
路
」
が
令
和
4
年
4
月
に
重
要
物
流
道

路
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　重
要
物
流
道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
供

用
区
間
を
指
定
し
ま
し
た
が
、
機
能
強
化
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
、
各
地
域
で
策
定
さ
れ
た
新
広

域
道
路
交
通
計
画
を
踏
ま
え
、
新
た
に
計
画
中
・

事
業
中
の
道
路
が
指
定
さ
れ
、「
前
鬼
～
上
池
原
」

が
計
画
区
間
に
、「
伯
母
峯
峠
道
路
」
が
事
業
区

吉
野
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

焼
却
行
為
か
ら
の
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
‼

間
と
な
り
ま
し
た
。

　「
前
鬼
～
上
池
原
」
区
間
に
つ
い
は
、
現
在
奈

良
県
の
調
査
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
重
要
物
流
道
路
の
計
画
区
間
の
指
定
を
受
け
、

事
業
路
線
へ
の
位
置
づ
け
に
向
け
た
要
望
活
動
を

行
う
と
共
に
、
引
き
続
き
、
上
北
山
村
、
川
上
村
、

下
北
山
村
の
三
村
で
構
成
す
る
「
国
道
１
６
９
号

改
良
促
進
三
村
協
議
会
」
や
奈
良
県
、
三
重
県
、

和
歌
山
県
の
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
国
道
１
６

９
号
の
安
全
で
安
心
な
災
害
に
強
い
道
路
整
備
の

実
現
に
向
け
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

※重要物流道路：平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保し、物流の更なる

円滑化等を図るため、物流の観点から重要な道路を「重要物流道

路」として国土交通大臣が指定して、機能強化を推進する。

　４
月
か
ら
地
域
振
興
課
の
新
事
業
と
し
て
、
下
北
山
村
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ラ
ジ
オ
番
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　大
和
高
田
市
に
局
を
置
く
、Ｆ
Ｍ
ヤ
マ
ト
本
局
ス
タ
ジ
オ
と
下
北

山
村
役
場
を
電
話
回
線
で
繋
ぎ
、Ｆ
Ｍ
ヤ
マ
ト
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
会
話
を
交
え
な
が
ら
下
北
山
村
か
ら
54
分
間
の
生
放
送
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　期
間
は
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
で
毎
月
第
４
木
曜
日
の
午

後
３
時
か
ら
放
送
を
行
い
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
情
報
、
移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
新
情
報
、
村
の
特

産
品
の
紹
介
な
ど
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　村
で
初
と
な
る
ラ
ジ
オ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放
送
で
す
が
、
村
の
情
報
や

魅
力
を
最
大
限
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
北
山
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ジ
オ
番
組
が
ス
タ
ー
ト
！

▲昨年8月にゲスト出演した時の様子

番組名「きなりと☆しもきた！」
放送日時　毎月第4木曜日　15：00～15：54

□昨年２月11日に、奈良県のコミュニティＦＭ放送局として開局

□毎日、朝６時から夜10時まですべて生放送

□住民だけが知る街角情報、地域のお寺や神社の催事、

　商店街のイベントなどを放送。

□可聴エリアは大和高田市を中心とする中和地域。

ＦＭヤマトについて

〒635-0092
大和高田市大中南町3-48
TEL ： 0745-25-2539
Mail ： info@2525fm.jp

▲FMヤマト公式
　ホームページ

▲FMプラプラ
インストール

FMプラプラというアプリを
インストールすれば全国ど
こからでもスマートフォンで
聴くことが可能です。
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人
事
異
動

人
事
異
動

〈
着
任
・
校
長
〉

福
本

　能
久

（
上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
よ
り
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

幸
所

　こ
ず
え

（
田
原
本
町
立
田
原
本
小
学
校
よ
り
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

中
川

　雅
之

（
奈
良
市
立
鳥
見
小
学
校
よ
り
）

堀
内

　千
幸

（
香
芝
市
立
香
芝
中
学
校
へ
）

〈
退
職
〉

廣
川

　雅
啓

大
津

　光
博

谷
口

　希
帆

水
谷

　直
美

〈
採
用
〉

峯

　加
奈
絵

（
教
育
委
員
会

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

〈
異
動
・
昇
格
〉

橋
詰

　和
泉

［
保
健
福
祉
課
・
主
幹
］

（
住
民
課
よ
り
）

森
田

　千
佳

［
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

派
遣
］

（
教
育
委
員
会
よ
り
）

寒
作

　功
一

［
住
民
課
一
部
事
務
組
合
・
主
事
］

（
住
民
課
よ
り
）

乾

　裕
貴

［
住
民
課
・
主
事
］

（
地
域
振
興
課
よ
り
）

竹
本

　知
昭

［
農
林
建
設
課
・
主
幹
］

　昇
格

平
尾

　孝
二

［
教
育
委
員
会
・
主
幹
］
昇
格

上
田

　真
吾

［
総
務
課
・
課
長
補
佐
］
昇
格

中
村

　洋
章

［
保
健
福
祉
課
・
課
長
補
佐
］

　

昇
格

井
奥

　海
斗

［
農
林
建
設
課
・
主
事
］

　昇
格

〈
退
職
〉

松
田

　洋
一

亀
田

　双
美

辻
之
内

　悦
子

〈
着
任
・
教
諭
〉

岩
本

　美
咲

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

西
浦

　実
玖

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
講
師
〉

久
保

　憩

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
講
師
〉

秋
田

　光
太
郎

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
学
校
事
務
主
査
〉

山
脇

　巧
冬

（
新
規
採
用
）

〈
離
任
〉

岡
本

　克
己

（
天
川
村
立
天
川
小
中
学
校
へ
）

糸
川

　祐
輔

（
奈
良
市
立
飛
鳥
小
学
校
へ
）

辻

　裕
香

（
安
堵
町
立
安
堵
小
学
校
へ
）

西
岡

　樹

（
宇
陀
市
立
榛
原
西
小
学
校
へ
）

森
本

　翔
平

（
五
條
市
立
五
條
東
中
学
校
へ
）

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

　
桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
が
楽
し
み
な

季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
あ
た
た
か
い

日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
終
わ
り
が
見
え
ず
不
安
な
日
々
で
す

が
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心
の
専
門
家

で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は
秘
密
厳
守

さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
　
　
時
】
６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
つ
い
て

（
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ

れ
ま
す
方
は
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
南
奈

良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
6

－

0
0
1
5

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
４
月
よ
り
阪
川
歯
科
衛
生
士
が
新
た
に
診

察
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
歯
科
衛
生
士
は
主
に
、口
腔
衛
生
指
導（
歯

石
除
去
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
）
や
口
腔
機

能
低
下
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）
予
防
の
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
ご
ろ
の
歯
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
医
師
】

〇
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

　
　
中
上
　
佳
寿
彦
　
歯
科
医
師

　
　
阪
川
　
梓
　
歯
科
衛
生
士

〇
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
今
田
　
光
彦
　
歯
科
医
師

　
　
村
井
　
良
子
　
歯
科
衛
生
士

【
予
約
】
診
療
所
☎
６

－

０
１
３
０

　
診
察
日
：
毎
週
木
曜
日

　
10
時
〜
13
時
（
受
付
）

※

必
ず
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
紹
介

義務教育学校の備品等にふるさと納税基金（寄附金）を
活用させていただきました

　将来を担う子どもたちの教育の充実のために、これまで進めてきた小中一貫教育を更に深めた９年制
の義務教育学校が令和４年度からスタートしました。それに伴う下北山小中学校の校旗、体育館のステー
ジ幕、校歌の額、学校門木製プレート、校訓（万木一心）プレート設置等にかかる財源をふるさと基金
で活用させて頂きました。本当にありがとうございました。
　これからも全国の方々からのふるさと納税寄附金を、村の未来を創るために有効に活用して行きたい
と思います。

阪川歯科衛生士
お口のことなら何でも
ご相談ください。
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用
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

西
浦

　実
玖

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
講
師
〉

久
保

　憩

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
講
師
〉

秋
田

　光
太
郎

（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
学
校
事
務
主
査
〉

山
脇

　巧
冬

（
新
規
採
用
）

〈
離
任
〉

岡
本

　克
己

（
天
川
村
立
天
川
小
中
学
校
へ
）

糸
川

　祐
輔

（
奈
良
市
立
飛
鳥
小
学
校
へ
）

辻

　裕
香

（
安
堵
町
立
安
堵
小
学
校
へ
）

西
岡

　樹

（
宇
陀
市
立
榛
原
西
小
学
校
へ
）

森
本

　翔
平

（
五
條
市
立
五
條
東
中
学
校
へ
）

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

　
桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
が
楽
し
み
な

季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
あ
た
た
か
い

日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
終
わ
り
が
見
え
ず
不
安
な
日
々
で
す

が
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心
の
専
門
家

で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は
秘
密
厳
守

さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
　
　
時
】
６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
つ
い
て

（
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ

れ
ま
す
方
は
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
南
奈

良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
6

－

0
0
1
5

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
４
月
よ
り
阪
川
歯
科
衛
生
士
が
新
た
に
診

察
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
歯
科
衛
生
士
は
主
に
、口
腔
衛
生
指
導（
歯

石
除
去
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
）
や
口
腔
機

能
低
下
（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）
予
防
の
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
ご
ろ
の
歯
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
医
師
】

〇
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

　
　
中
上
　
佳
寿
彦
　
歯
科
医
師

　
　
阪
川
　
梓
　
歯
科
衛
生
士

〇
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
今
田
　
光
彦
　
歯
科
医
師

　
　
村
井
　
良
子
　
歯
科
衛
生
士

【
予
約
】
診
療
所
☎
６

－

０
１
３
０

　
診
察
日
：
毎
週
木
曜
日

　
10
時
〜
13
時
（
受
付
）

※

必
ず
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
紹
介

義務教育学校の備品等にふるさと納税基金（寄附金）を
活用させていただきました

　将来を担う子どもたちの教育の充実のために、これまで進めてきた小中一貫教育を更に深めた９年制
の義務教育学校が令和４年度からスタートしました。それに伴う下北山小中学校の校旗、体育館のステー
ジ幕、校歌の額、学校門木製プレート、校訓（万木一心）プレート設置等にかかる財源をふるさと基金
で活用させて頂きました。本当にありがとうございました。
　これからも全国の方々からのふるさと納税寄附金を、村の未来を創るために有効に活用して行きたい
と思います。

阪川歯科衛生士
お口のことなら何でも
ご相談ください。
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人事院では、2022年度国家公務員採用一般職試験（高卒

者試験）を次の通り実施します。

【試験の区分】

事務、技術、農業、農業土木、林業

【受験資格】

①2022年４月１日において、高等学校又は中等教育学校

を卒業した日の翌日から起算して2年を経過していない

者及び2023年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒

業する見込みの者。

②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者。

【申込受付期間】

◎申込はインターネットにより行ってください。

６月20日㈪～６月29日㈬（受信有効）

【第1次試験日】

９月４日㈰

【試験地】

京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市

受験案内は５月６日㈮からホームページに掲載します

https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

【問合せ先】

人事院近畿事務局　試験第二係

〒553-8513 大阪市福島区福島1-1-60

☎06-4796-2191

2022年度国家公務員採用
一般試験（高卒者試験）の

ご案内

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　27
件

納
税
金
額

　１
，
２
０
２
，
０
０
０
円

浦

　向
（
４
月
15
日
）

西

　岡

　忠

　男

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

西

　岡

　み

　よ 

さ
ん
（
浦

　向
）

令
和
４
年
４
月
11
日
逝
去

　　

享
年
98
才

池
原
駐
在
所
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　初
め
ま
し
て
、
こ
の
度
の
異
動
に
よ

り
川
上
村
柏
木
駐
在
所
か
ら
下
北
山
村

池
原
駐
在
所
に
赴
任
し
ま
し
た
、
中
川

利
夫
で
す
。

　こ
れ
ま
で
警
察
官
と
し
て
、
交
番
や

駐
在
所
、
自
動
車
警
ら
班
勤
務
等
の
地

域
課
の
仕
事
を
主
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。　下

北
山
村
に
来
て
最
初
に
思
っ
た
こ

と
は
、
雄
大
な
山
や
ダ
ム
の
景
色
に
圧

倒
さ
れ
た
の
と
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
美
し
い
桜
に
目
を
奪
わ
れ
た
こ
と

で
す
。

　私
の
趣
味
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
野
外
に
出
て
時
間

駐在さん通信駐在さん通信

を
過
ご
す
こ
と
で
す
。
中
で
も
登
山
に

つ
い
て
は
、
北
ア
ル
プ
ス
等
の
１
０
０

名
山
の
山
々
に
登
る
こ
と
で
す
。
澄
ん

だ
空
気
と
美
し
い
山
の
稜
線
を
眺
め
、

時
に
は
心
地
よ
い
風
を
受
け
て
い
る

と
、
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

ま
す
。
登
山
が
大
好
き
な
方
は
、
是
非

ひ
と
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
要
注
意

　一
般
消
費
者
を
対
象
に
組
織
的
、
反

復
的
に
敢
行
さ
れ
る
商
取
引
で
、
そ
の

商
法
自
体
に
違
法
又
は
不
当
な
手
段
・

方
法
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の
を
い
い
ま

す
。　自

宅
の
無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問

し
、全
く
必
要
の
な
い
工
事
を
し
た
り
、

浄
水
器
等
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
点
検

商
法
や
、
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
勝

手
に
送
り
つ
け
て
代
金
を
一
方
的
に
請

求
す
る
、
送
り
つ
け
商
法
な
ど
様
々
な

手
口
が
あ
り
ま
す
。

『
悪
質
業
者
は
う
・
そ
・
つ
・
き
』

・
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

・
相
談
す
る

・
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い

・
き
っ
ぱ
り
は
っ
き
り
断
る

元
本
保
証
・
高
配
当
確
実
な
ど
と
勧
誘

さ
れ
た
ら
、
詐
欺
で
は
な
い
か
と
疑
っ

て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　相
談
窓
口
は
県
警
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な

る
か
悪
質
商
法
１
１
０
番

☎
０
７
４
２
‐
２
４
‐
９
４
４
１

自
転
車
の
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
原
則
車
道
・
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を

徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
、
飲
酒
運
転
や

二
人
乗
り
並
進
の
禁
止
、
夜
間
は
ラ

イ
ト
を
点
灯
、
交
差
点
で
の
信
号
の

遵
守
と
一
時
停
止
と
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　夕
方
や
夜
間
に
自
転
車
を
運
転
す
る

際
に
は
、
反
射
材
を
活
用
し
た
り
、
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
て
車
の
運
転
手
や
歩
行

者
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
違
反

が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
利
用
安
全
五

則
を
理
解
し
て
自
転
車
の
安
全
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　４
月
６
日
～
４
月
15
日
の
「
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」の
実
施
に
合
わ
せ
、

４
月
７
日
に
、
交
通
安
全
協
会
吉
野
支

部
と
同
協
会
下
北
山
分
会
に
よ
る
交
通

安
全
啓
発
活
動
が
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
入
口
付
近
の
国
道
１
６
９
号
線
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　近
年
奈
良
県
だ
け
で
な
く
、
全
国
的

に
車
両
相
互
の
交
通
事
故
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、人
対
車
の
交
通
事
故
、

特
に
横
断
歩
道
や
歩
行
中
の
高
齢
者
の

死
亡
事
故
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
歩

行
者
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
引
き
続
き
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全

県
民
運
動
・
啓
発
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

な
か

と
し

お

が
わ
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人事院では、2022年度国家公務員採用一般職試験（高卒

者試験）を次の通り実施します。

【試験の区分】

事務、技術、農業、農業土木、林業

【受験資格】

①2022年４月１日において、高等学校又は中等教育学校

を卒業した日の翌日から起算して2年を経過していない

者及び2023年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒

業する見込みの者。

②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者。

【申込受付期間】

◎申込はインターネットにより行ってください。

６月20日㈪～６月29日㈬（受信有効）

【第1次試験日】

９月４日㈰

【試験地】

京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市

受験案内は５月６日㈮からホームページに掲載します

https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

【問合せ先】

人事院近畿事務局　試験第二係

〒553-8513 大阪市福島区福島1-1-60

☎06-4796-2191

2022年度国家公務員採用
一般試験（高卒者試験）の

ご案内

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　27
件

納
税
金
額

　１
，
２
０
２
，
０
０
０
円

浦

　向
（
４
月
15
日
）

西

　岡

　忠

　男

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

西

　岡

　み

　よ 

さ
ん
（
浦

　向
）

令
和
４
年
４
月
11
日
逝
去

　　

享
年
98
才
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

保育所・小野心々梛さん７年生・井奥　湊さん・岡本啓汰さん

１年生・峯　二美さん・田中星鈴さん
・下　紗那さん

青空を泳ぐ鯉のぼり

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和４年３月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

19）
9）
10）
　8）

人　口
男
女
世帯数

825人
383人
442人
527戸

先月比
5）
3）
2）
4）

（－
（－
（－
（－

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和４年 （2022） 月号　No.7795 　４月７日（木）、９年制の義務教育学校、『下北山小中学校』

の開校式並びに第１回入学式が開催されました。

　開校式では、南村長が開校宣言を行い、「今までの小・中

学校の良き伝統を引継ぎつつ、新たな学校の校訓である『万

木一心（ばんぼくいっしん）』が意味する、個性を持ちなが

ら協調性を持ち、周囲に役立つ人材を育成してほしい」と期

待を述べられました。その後、教育委員会から学校長に新調

された校旗が手渡され、生徒会長により壇上に掲げられまし

た。

　入学式では、新１年生３名と、下北山小学校の最後の卒業

生となった２名が後期課程７年生として入学しました。

　式典は、新型コロナ感染防止対策のため保護者や来賓の数

を制限して行われ、昨年に引き続いて少人数での開催となりましたが、在校生代表の歓迎の言葉や新入生代表

の誓いの言葉などには、『あたたかさ、優しさ、力強さ』が溢れ、新しい門出にふさわしい立派な式典になりました。

　児童生徒数27名の小さな義務教育学校ですが、新たな一歩を踏み出した下北山小中学校に対し、皆様のご支

援とご協力を、よろしくお願いします。

　保育所では４月５日（火）に入所式が挙行され

ました。お兄ちゃんお姉ちゃんたちと仲良く、楽

しい保育所生活を送ってくださいね。

義務教育学校 下北山小中学校開校式・入学式
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